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めのスニフもあり、例えば、馴化や Pa r t i a l - sn i f f が挙げられる。馴化とは、
同じ匂いを嗅ぎ続けることによって、その匂いの知覚が弱くなることで






されず、P a r t i a l - s n i f f を対象にした解析も行われていない ( 1 )。そこで我々
は、スニフのタイミングと嗅球よりも脳の奥の領域である嗅皮質で神経





( 2 )。3 匹、19 セッションより計 18 4 細胞の神経応答を計測した (9 .7 ±4 .7  細
胞 /セッション ,  m ea n ±s d )。 Pa r t i a l - sn i f f の解析には、吸引途上で匂い刺激
が提示された試行を用いた。 18 4 次元を 3 次元に縮約する主成分分析に
は R の p r c omp ( )関数を、主成分分析の結果を検証する為に行ったトポロ
ジカル・データ・アナリシスには、 R の T D A ライブラリを用いた。  
 
【実験結果と考察】 (1 )馴化の解析としてまず、 1 回目のスニフにおける




1 8 4 細胞の応答を縮約して第 3 主成分までで可視化したところ、各匂い
刺激において、 2 回目のスニフ時の神経応答が 1 回目のスニフ時の神経
応答と異なることと 2 回のスニフでサイクルをなすことが分かった。た
だし、 18 4 次元のデータを 3 次元に縮約しているので、主成分分析の結
果は近似的なものでしかない。そこで、サイクルが存在するという主成






経基盤は、脳の嗅皮質にある可能性が考えられた。(2 )P a r t i a l - sn i f f の解析
としてまず、スニフの長さが神経応答に与える影響を調べる前に、
P a r t i a l - sn i f f におけるスニフの長さを定量化した。その結果、P a r t i a l - sn i f f
では匂い吸引時間が短くなっていた代わり、直後に引き続くスニフでは
反動で長くなっていた。次に、スニフの長さと神経応答の相関を調べた
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